
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

会 期 ： 2010 年 11 月 6 日（土） 

会 場 ： 新 潟 青 陵 大 学 
 

学術集会長： 佐藤 忠司 
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 受 付  9:00 －  9:45   

 

＊＊＊ 

 

 挨 拶   9:45 － 10:00    

    学術集会会長 ：佐藤 忠司  

（新潟青陵大学臨床心理学研究科教授） 

 学会長  ：清水 不二雄 

                  （新潟青陵大学学長）  

 

 

 基 調 講 演     10:00 － 12:00   

 

     

講師   : 皆藤 章 （京都大学教育学研究科教授・臨床心理士） 

   

 総 会    12:00 － 12:40   

 

＊＊＊ 

 

 昼食・休憩      12:40 － 13:15  

 

＊＊＊ 

  

1957年福井県生まれ。京都大学工学部に入学後、1979年に教育学部に転じる。1986年京都
大学大学院教育学研究科博士課程単位取得退学。大阪市立大学助教授等を経て、京都大学
大学院教育学研究科臨床実践指導学講座教授。文学博士。臨床心理士。著書に『体験の語
りを巡って』、『風景構成法のときと語り』、『生きる心理療法と教育―臨床教育学の視
座から』（すべて誠信書房）等、多数。 

「こころは生命

い の ち

の尊厳を伝える」 

 加速度的に移りゆく時代のなかにあって、人間はいかに生きてゆけばよいのであろうか。人間のく

らしと時代の様相とは分かちがたく結びつき、人間はそのなかで生きていかねばならない。けれど

も、時流に合った生き方だけが尊ばれる社会は、「生命（いのち）の尊厳」を軽視する傾向を産んで

いくのではないだろうか。老若男女すべてが生きる現代という時代を「こころ」の視座から見つめ、こ

ころが伝える「生命（いのち）の尊厳」を、生きる知恵として考えたい。 

プ ロ グ ラ ム 
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 一般演題           13:15 － 14:30 

 ポスターセッション 

 

 

 ワークショップ 「明日から使える臨床技術～褥瘡予防のための体圧分散方法～」 

※ ワークショップ定員 20 名（当日受付にて整理券を配付いたします） 

 

＊＊＊ 

 

 シンポジウム        14:40 － 17:00   
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
       司会 

シンポジスト 

（五十音順） 

 

指定討論者 

    

橘  玲子（新潟青陵大学臨床心理学研究科 教授） 

柏木 夕香（新潟県立がんセンター新潟病院 専門看護師） 

服部 潤吉（新潟青陵大学福祉心理学科 准教授） 

横山 知行（新潟大学教育学部 教育科学講座 教授） 

皆藤  章（京都大学教育学研究科 教授） 

中村 悦子（新潟青陵大学看護学科 教授） 

  

「臨床・福祉業務を支える研究業績の利用と構築について」 

 

多くの看護師・精神保健福祉士・社会福祉士・臨床心理士たちは、臨床実務に従事してしばらく

すると自分が担当する患者・ケースへいかに対応するか、悩んでしまうことを経験する。このとき一般

的には、先輩たちから指導（スーパーバイズ）を受けたり、関係する論文を読んだりして乗り越えると

伝えられてきている。しかし実際はそれほど簡単なことではないらしい。われわれが、特に若い専門

職の人たちが最もほしがっているノウハウを、このシンポジウムで議論してみたい。 
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 (1) ①～⑤の内容を明記の上、下記のメールアドレス宛てにお申し込みください。 

メールをご利用になれない場合、ファックスまたは郵送でも受け付けております。 

   申込締切は、一般参加のみの場合：2010年 10月 8日（金） 

研究発表希望の場合：2010年 8月 31日（火）です。 

 ①氏名 

 ②所属 

 ③参加区分（学会員／非学会員／学生・院生） 

 ④連絡先（住所・電話番号・メールアドレス） 

 ⑤一般演題発表申込の有無（希望する／希望しない） 

※ 複数人の申込をご連絡いただく場合は、上記事項を参加者毎に記載してください。 

※ ご記入いただいた個人情報は、学術集会に関することのみに利用させていただきま

す。また、その情報は本学会が責任をもって管理いたします。 

  

 (2) 参加費 

学 会 員     非学会員 学生・院生 

無料 500円 無料 

・ 事前の振り込み・送金等は不要です。 

・ 非学会員の方は当日受付にて参加費をお支払いください。 

 

 

 

第３回 新潟青陵学会 学術集会事務局 

     〒951-8121 新潟市中央区水道町1丁目5939番地 

ＴＥＬ：０２５－２６６－０１２７（代表） 

     ＦＡＸ：０２５－２６７－００５３ 

     Ｅ‐mail：2010conf@n-seiryo.ac.jp 

     ホームページ：http://www.n-seiryo.ac.jp/gakkai/  

  ～お問い合わせ受付時間：8：30～17：00（土日祝日・休業日は除く）～  

 

 

 

  (1) 会場周辺は、食堂の数に限りがあります。当日は、大学生協売店が開きます。昼食を

購入される方はご利用ください。 

(2)  会場には、駐車場の用意がございません。公共交通機関をご利用ください。また、 

会場周辺の駐車場にお車を停めることは、近隣各位のご迷惑となりますので固くお断

り申し上げます。 

 

  

参 加 申 込  

連 絡 （申込）先 

そ の 他  
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発表を希望される方は、2010 年 8 月 31 日（火）《必着》までに参加申し込みをお済ませ

ください。発表希望の方には事務局より一般演題（ポスターセッション）発表申込書・抄録

原稿書式・抄録原稿作成チェックリストを送付いたします。抄録原稿を作成の上、折り返し

2010年 9月 14日（火）《必着》までに学術集会事務局に郵送でお送りください。 

 

（1） 発表者の資格 

発表者には、必ず会員が一名以上含まれることを要件とします。非会員の方は共同研究の

連名発表者としてご参加いただけます。単独で発表を希望される非会員の方は、事前にご入

会いただく必要があります。大学ホームページから入会申込書をダウンロードして必要事項

を記入、捺印のうえお申込みください。 

 

（2） 抄録原稿作成 

① 本文の記載は、原則としてⅠ目的、Ⅱ方法、Ⅲ結果、Ⅳ考察、Ⅴ結論、引用文献とし

ます。なお、記述内容には個人情報保護等の倫理的配慮を必ず徹底してください。 

② 文字の大きさや書体等の組み方は抄録作成見本を参照の上記述してください。 

 

（3） 選 考 

一般演題発表申込の受理は上記の申込書類の受領をもっておこない、採否については 10

月中旬頃までに郵送にてご連絡いたします。 

 

（4） 個人情報の利用 

一般演題発表申込書に記入された氏名・所属は、第３回新潟青陵学会学術集会抄録集に掲

載されます。ご了承ください。 

 

（5） 発 表 

① 発表方法は、供覧・示説（フリーディスカッション）です。 

② ポスター掲示スペースは 1 演題 210（縦）×90（横）cm です。発表者は時間的な余裕

をもって掲示をしてください。掲示に必要な物品は、こちらで準備いたします。 

③ 発表者は、学術集会当日 9:00～9：45 の間に受付までお越しください。なお、ポスタ

ー等の発表資料は当日ご持参ください。 

  

一般演題（ポスターセッション）発表の申込み・抄録原稿作成・発表 
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■バスをご利用の方 

新潟駅万代口バスターミナル 11 番乗り場から 

  「新潟青陵大学・水族館前行き」 バスで約 20分、新潟青陵大学前下車 

               または 

  「浜浦町先回り（西循環）」「浜浦町経由西部営業所行」「浜浦町経由信濃町行」バスで約

20 分、松波町 1 丁目下車、徒歩 4分    

 ■JR をご利用の方 

JR 越後線 白山駅下車、徒歩 15 分  

 

* 会場には駐車場の用意がございません。公共交通機関をご利用ください。 

 

会 場 案 内 

交 通 ア ク セ ス 


